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は
、
高
崎
城
主
・
安
藤
重
信
が
元
和
5
年年

（
１
６
１
９
）
に
植
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

城
址
公
園
と
し
て
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た

　

城
址
公
園
と
し
て
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た

の
は
１
９
９
０
年
代
以
降
で
、
お
堀
の
フ
ェ

ン
ス
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
に
親
交
し
た

故
・
水
原
徳
言
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

だ
。
か
つ
て
は
お
堀
で
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
た

と
か
、
鯉
を
釣
っ
た
と
い
う
話
も
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
。
戦
中
の
食
糧
難
で
は
、
お
堀

の
カ
エ
ル
ま
で
食
用
に
さ
れ
た
と
い
う
。

●
歴
史
を
楽
し
め
る
公
園
に

　

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
東
側
に
、
高
崎

城
の
乾
い
ぬ
い
や
ぐ
ら
櫓
と
東
門
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
お

堀
と
と
も
に
高
崎
城
址
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ

て
い
る
。
乾
櫓
は
、
も
と
は
本
丸
の
北
側
に

あ
り
、
維
新
後
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た

が
、
昭
和
52
年
に
現
在
地
に
復
元
さ
れ
た
。

乾
櫓
は
群
馬
県
内
で
唯
一
残
る
城
郭
建
築

で
、
と
て
も
貴
重
だ
。
東
門
は
、
市
役
所
前

の
信
号
の
少
し
東
側
、
お
堀
の
「
出
桝
形
」

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
商
人
も
通
る
通
用
門

と
な
っ
て
い
た
も
の
だ
。

　

高
崎
城
は
、
詳
細
な
絵
図
面
が
残
っ
て
い

て
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
当
時
そ
の
ま
ま
に

復
元
で
き
る
そ
う
だ
。

復
元
で
き
る
そ
う
だ
。

　

お
堀
は
、
か
つ
て
の
城
の
大
き
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
場
所
だ
。
今
残
っ
て
い
る
高

崎
の
お
堀
は
、
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
に

井
伊
直
政
が
築
い
た
高
崎
城
の
一
番
外
側
の

「
三
の
丸
堀
」
で
、
現
在
の
総
延
長
で
１
・
１

km
も
あ
る
。
江
戸
期
の
城
跡
が
、
群
馬
県

内
で
こ
れ
ほ
ど
立
派
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の

は
、
高
崎
城
以
外
に
は
な
い
。
高
崎
城
址
は

高
崎
を
訪
れ
た
人
に
、
ぜ
ひ
歩
い
て
ほ
し
い

自
慢
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

●
壮
大
な
高
崎
城
の
縄
張
り

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康

は
江
戸
に
入
府
す
る
と
、
四
天
王
の
一

人
、
井
伊
直
政
を
北
関
東
の
要
、
箕
輪

城
（
高
崎
市
箕
郷
町
）
に

入
城
さ
せ
た
。
慶
長
三
年

（
１
５
９
８
）、
直
政
は
中
山

道
と
三
国
街
道
の
分
岐
点
、

和
田
に
城
を
築
い
て
、
地
名

も
「
高
崎
」
と
改
め
た
。

高
崎
城
は
、
郭
内
だ
け
で

5
万
坪
を
超
え
る
壮
大
な

規
模
で
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の

際
、
中
山
道
を
西
進
し
た

徳
川
秀
忠
の
軍
勢

徳
川
秀
忠
の
軍
勢
33
万
が
万
が

城
内
に
駐
留
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

高
崎
城
は
、
持
久
戦
も
含
め
た
攻
防
が

計
算
さ
れ
た
城
で
、
三
層
櫓
造
り
の
本
丸

は
、
現
在
の
和
田
橋
東
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
あ
た
り
に

あ
っ
た
。
そ
の
周
り
に
二
の
丸
、
三
の
丸
が

あ
り
、
本
丸
堀
、
二
の
丸
堀
、
三
の
丸
堀
と

土
塁
で
三
重
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
土
塁
の
上

に
は
塀
が
廻
ら
さ
れ
、
鉄
砲
や
矢
で
迎
え

討
つ
た
め
の
小
窓
や
狭
間
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
二
の
丸
堀
の
発
掘
調
査
で
は
、
深
さ
が

6
〜
7
ｍ
で
、
敵
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
、
堀

の
底
に
は
升
目
状
に
深
く
掘
り
下
げ
た
「
障

子
堀
」
と
呼
ば
れ
る
罠
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
三
の
丸
堀
は
、
本
丸
堀

や
二
の
丸
堀
に
比
べ
て
浅
く
幅
も
狭
い
。
土

堀
の
た
め
に
深
さ
は
不
明
だ
が
、
高
崎
市
に

よ
れ
ば
、
今
は
50
cm
か
ら
1
ｍ
程
度
の
水
深

で
は
な
い
か
と
い
う
。

●
市
民
が
憩
う
桜
の
名
所

　

現
在
、
お
堀
の
土
塁
に
は
２
７
０
本
ほ
ど

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、
市
民
が
憩

う
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
高
崎
城
時
代

は
ま
だ
桜
は
な
く
雑
木
が
植
え
ら
れ
て
い

た
。
ち
な
み
に
高
崎
公
園
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

た
。
ち
な
み
に
高
崎
公
園
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

高
崎
城
の
面
影
を
伝
え
る
お
堀
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